
私がお世話になった大学には，

放射線発生用の小型加速器があり

ました．私が大学院生になる頃，それまで研究室では発生

させたことのない重水素イオンビームの利用が必要にな

り，先輩とふたりで利用検討から実施までを担当すること

になりました．私たちの研究室は自由な雰囲気で，研究は

学生主体，装置は与えられた期間内であればいつ実験を

行ってもよかったのですが，加速器の運転から分析，解析

までを，すべて自分たちで行わなければならないというの

が先生方の指導方針でした．重水素運転であることから，

入念な準備を行い，工程を決め，ある土曜日に実験を始め

るため制御室で待ち合せをしていたところ，先輩が来るこ

とができなくなりました．期日も迫っていたことから，仕

方なく一人でイオン源を立上げ，ビーム輸送を行い，放射

線モニターを気にしながら，試料に重水素ビームを入射す

る作業を行いました（今ではとても考えられないですが）．

すると，当然のことながら，重水素ビームと試料である炭

素との核反応により入射ビームよりエネルギーの高い粒子

を検出し，私は一瞬にしてそのスペクトル画面に釘付けに

なりました．それまで座学の範疇でしかなかった核反応

（質量欠損）というものを，自分ひとりで成し遂げた感動は

今でも忘れられず，実験を達成した時，制御室から見えた

朝陽は今でも忘れられません．残念なことに，私が使った

加速器は阪神大震災によって壊滅的な被害を受け，撤去さ

れてしまったのですが，すぐに更新することができ，後輩

達が手入れをしながら大事に使っているそうです．あの経

験から２０年が経ちました．いまの自分があるのは，あの時

の経験があったからだと思っています．そして，なんの因

果か，今も重水素ビームを使った研究をしており，どうや

らこれから先も長いお付き合いになりそうです．

（落合謙太郎）
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